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一
、
中
世
北
欧
世
界
の
形
成

「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
の
解
体

　
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
を
見
た
場
合(

バ
ー
ト
レ
ッ
ト 

二
〇
〇
三)

、
ロ
ー

マ
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
僻
遠
の
地
に
位
置
す
る
の
が
北
欧
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
導
入
も
キ
リ
ス

ト
教
国
家
の
成
立
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
の
中
で
最
も
遅
か
っ
た
地
域
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
長
ら
く
北
欧
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

世
界
の
な
か
で
最
も
遅
れ
た
辺
境
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
一
世
紀
半
ば
に
か
け
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
西
部
を
席
巻
し
た
北
欧
人(

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ)

は
、
西
欧
や
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
を
略
奪
す
る
異
教
徒
に
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
を
破
壊
す
る

外
敵
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
て
き
た
。

　
し
か
し
近
年
の
研
究
は
、
初
期
中
世
の
北
欧
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
の
み
な
ら
ず
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
の
歴
史
構
造
に
大
き
な
変
革
を
も

た
ら
す
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た(Brink

and
Price

2008;Jesch
2015;Price

2019;J ㊖on
V

iar
Sigurdsson

2022 )

。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア

南
部
に
集
中
し
て
居
住
す
る
彼
ら
は
、
八
世
紀
半
ば
に
起
こ
っ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
に
お
け
る
政
治
経
済
上
の
大
変
動
に
呼
応
し(

三
浦

焦
　
点

Focus異
文
化
の
交
差
点
と
し
て
の
北
欧

小
澤

実
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二
〇
二
〇)

、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
や
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
略
奪
す
る
と
と
も
に
、
北
大
西
洋
か
ら
カ
ス
ピ
海
周
辺
に
至
る
ま
で
広
く
植
民
を
行
い
、

そ
う
し
た
各
地
の
植
民
地
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
南
部
を
繫
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。
こ
の
よ
う
な
北
欧
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
卓
抜
し
た
航
行
技
術
と
船
舶
に
よ
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
に
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
世
界
」
と
い
う
べ
き
世
界
を
生
も
出
し
た(

小
澤
二

〇
二
〇
b)
。

　
北
欧
人
は
、
銀
を
交
換
手
段
と
し
、
古
北
欧
語
と
ル
ー
ン
文
字
を
共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
、
共
通
洋
式
の
武
器
・
装

飾
品
・
生
活
具
・
石
碑
・
船
舶
制
作
な
ど
を
産
業
化
す
る
こ
と
で
、「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
世
界
」
の
一
体
性
を
高
め
た
。
彼
ら
は
、
無
人
の

地
や
海
岸
沿
い
に
小
さ
な
共
同
体
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
北
部
の
デ
ー
ン
ロ
ー
地
帯
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
ー
公
領
、
ロ
シ
ア
平
原
の
ル
ー
シ
国
家
の
よ
う
に
、
従
来
そ
の
地
に
あ
っ
た
政
治
秩
序
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
動
き
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
三
国
の
王
位
を
兼
ね
た
ク
ヌ
ー
ト
の
時
代
に
頂
点
に
達
し
た(Bolton

2009 )

。

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
娘
を
嫁
が
せ
ロ
ー
マ
教
皇
と
も
交
渉
す
る
こ
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
王
は
、
一
一
世
紀
前
半
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政

治
秩
序
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
動
向
が
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
国
際
政
治
を
規
定
す
る
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
が
出
来

し
た(

小
澤
二
〇
〇
九)

。
し
か
し
こ
の
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
は
、
一
〇
三
五
年
の
ク
ヌ
ー
ト
の
死
後
、
急
速
に
瓦
解
し
た
。

三
つ
の
海
上
王
国

　
な
ぜ
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
は
解
体
し
た
の
か
。
政
治
面
や
経
済
面
な
ど
複
数
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
が
、
最
大
の
理

由
は
北
欧
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
支

配
者
は
宣
教
を
受
け
入
れ
、
現
地
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
化
が
急
速
に
進
展
し
た(Berend

2007 )

。
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
の
観
点
か
ら
い
え

ば
、
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
一
部
に
北
欧
も
組
み
込
ま
れ
た
。

　
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
信
仰
意
識
が
高
ま
り
、
内
的
に
も
外
的
に
も
キ
リ
ス
ト
教
化
が
一
層
進
展
す

002

世界歴史　9　ヨーロッパと西アジアの変容
aa01534_h_05.ps : 0003 : 2022/5/23(16:49:26)

る
時
期
で
あ
っ
た
。
西
欧
に
限
っ
て
見
て
も
、
各
地
の
修
道
院
に
お
け
る
改
革
運
動
、
神
の
平
和
運
動
の
常
態
化
、
教
皇
庁
に
お
け
る
精

神
改
革
、
十
字
軍
の
宣
言
と
東
方
へ
の
奔
流
な
ど
、
信
仰
心
へ
の
訴
求
を
源
泉
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
刷
新
と
拡
大
が
行
わ
れ
て
い

た(

池
上
一
九
九
九)

。
北
欧
も
こ
の
よ
う
な
動
き
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
北
欧
の
諸
王
は
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
ら
と
頻
繁
に
書

簡
を
交
換
し
た
り
十
字
軍
に
関
心
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
一
部
と
し
て
の
自
己
主
張
を
盛
ん
に
行
な
っ
た

(C
ow

drey
1998 )

。「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
が
解
体
す
る
中
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
一
〇
世
紀

後
半
に
生
成
し
た
北
欧
三
国
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と
し
て
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
た
。

　
北
海
と
バ
ル
ト
海
に
挟
ま
れ
た
北
欧
三
国
は
常
に
海
域
に
向
き
合
う
空
間
で
あ
っ
た
。
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
、
各
国
の

王
権
は
、
内
的
に
は
対
抗
者
と
の
間
で
内
戦
を
繰
り
返
す
一
方
で
、
ル
ン
ド
、
ニ
ダ
ロ
ス
、
ウ
ッ
プ
サ
ラ
に
大
司
教
座
を
設
置
し
、
他
の

ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
国
と
並
ぶ
中
世
国
家
体
制
を
築
き
上
げ
た(

成
川
二
〇
一
一;Bagge

2014 )

。
よ
り
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
各
国

が
、
海
外
領
土
の
獲
得
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
ポ
ン
メ
ル
ン
と
エ
ス
ト
ニ
ア
を
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

に
至
る
ま
で
の
北
大
西
洋
諸
島
を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
支
配
下
に
置
い
た(H

arrison
2003;Im

sen
2014;H

eebøll -

H
olm

2019 )

。
本
国
か
ら
役
人
が
派
遣
さ
れ
、
各
国
の
大
司
教
座
の
属
司
教
が
設
置
さ
れ
、
物
資
や
文
化
の
交
流
が
促
進
さ
れ
た
。「
ヴ

ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
以
来
北
欧
は
、
海
上
移
動
を
重
視
し
支
配
領
域
を
海
の
彼
方
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
海
上
王
国
と
い
う
支
配
構
造

を
成
立
さ
せ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
辺
境

　
北
欧
三
国
は
、
中
世
後
期
に
入
り
、
周
辺
諸
国
と
の
関
係
の
変
化
、
ハ
ン
ザ
と
の
交
易
や
交
渉
、
黒
死
病
に
よ
る
社
会
全
体
へ
の
衝
撃

を
経
て
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た(H

elle
2003 )

。
一
三
八
〇
年
に
夫
の
ホ
ー
コ
ン
六
世
が
死
去
し
た
の
ち
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
位
を
継
承

し
て
い
た
幼
少
の
息
子
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
位
も
継
承
し
た
。
そ
の
と
き
、
摂
政
と
し
て
実
質
的
に
統
治
に
あ
た
っ
て
い
た
の
が
王
母
マ
ル

003
焦　点
異文化の交差点としての北欧
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グ
レ
ー
テ
で
あ
る
。
彼
女
の
指
導
の
も
と
、
一
三
九
七
年
に
は
北
欧
三
国
が
単
一
君
主
を
王
と
し
て
戴
く
同
君
連
合
体
制
が
バ
ル
ト
海
に

面
し
た
カ
ル
マ
ル
で
の
文
書
締
結
を
経
て
成
立
し
た(H

arrison
2020 )

。
途
中
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
離
脱
が
何
度
か
画
策
さ
れ
る
も
の
の
、

こ
の
体
制
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
ヴ
ァ
ー
サ
朝
が
成
立
す
る
一
五
二
一
年
ま
で
一
〇
〇
年
以
上
継
続
し
た
。
そ
れ
は
、
三
国
の
継
承
問
題
や

パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
の
台
頭
、
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
の
拡
大
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
同
君
連

合
、
ハ
ン
ザ
の
外
交
体
制
の
強
化
、
百
年
戦
争
を
経
た
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
変
動
な
ど
、
中
世
後
期
に
お
け
る
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
支

配
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
の
一
部
で
あ
り
、「
礫
岩
国
家
体
制
」
と
い
う
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
構
造
へ
つ
な
が
っ
た(G

ustafsson

2006;

古
谷
・
近
藤
二
〇
一
六)

。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
拡
大
や
受
容
を
基
軸
と
し
た
従
来
の
研
究
で
は
、
北
欧
そ
れ
自
体
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
」
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
の
中
で
第
二
義
的
に
位
置
付
け
し
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
言
え
ば
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
に
お
け
る

「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
の
解
体
以
降
も
、
中
世
北
欧
は
、
周
辺
諸
国
と
の
関
係
の
中
で
、
独
自
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
本
章
で

は
、「
辺
境
の
軍
事
力
」「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」「
辺
境
の
記
憶
」
と
い
う
三
つ
の
視
点
を
導
入
し
、
北
欧
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
空
間
の

中
に
位
置
付
け
た
い
。

二
、
辺
境
の
軍
事
力
⒡
⒢
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
か
ら
十
字
軍
へ

東
方
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
か
ら
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
へ

　
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
、
ル
ー
シ
、
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
は
、
史
料
上
も
研
究
史
上
も
し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
る
が
、
区
分
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ

る(Sverrir
Jakobsson

2020 )

。
八
世
紀
半
ば
以
降
、
交
易
な
ど
を
目
的
に
東
方
へ
拡
大
し
た
、
と
り
わ
け
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
出
自
と
す
る

北
欧
人
を
東
方
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
と
呼
ぶ
。
彼
ら
の
基
盤
は
基
本
的
に
所
有
農
場
の
あ
る
北
欧
に
あ
る
が
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
部
か
ら
ロ
シ
ア
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平
原
に
か
け
て
、
交
易
を
主
目
的
と
し
た
都
市
的
集
落
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ル
ー
シ
と
は
、
東
方
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
一
部
起
源

を
持
ち
つ
つ
も
、
人
口
の
多
数
を
占
め
る
現
地
東
ス
ラ
ヴ
人
ら
を
核
と
し
て
北
欧
系
と
物
理
的
・
生
物
学
的
・
文
化
的
に
融
合
す
る
エ
ト

ノ
ス
生
成
を
へ
た
結
果
、
新
た
な
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
備
え
た
集
団
を
指
す(

小
澤
二
〇
〇
九)

。
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
は
、
そ
う
し
た

東
方
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
や
ル
ー
シ
の
中
で
、
と
り
わ
け
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
の
関
係
を
深
め
た
集
団
を
指
す
。

　
北
欧
で
発
見
さ
れ
る
考
古
遺
物
な
ど
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
北
欧
と
の
関
係
は
七
世
紀
ご
ろ
ま
で
遡
る(Shepard

2016 )

。
当
初
ル
ー

シ
は
、
ロ
シ
ア
平
原
の
河
川
を
遡
っ
て
黒
海
を
超
え
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
や
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
領
に
略
奪
の
た
め
の
襲
撃
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
状
況
が
変
化
す
る
の
は
一
〇
世
紀
で
あ
る
、
ル
ー
シ
集
団
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
通
商
条
約
を
結
び
、
定
期
的
な
交
易
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
主
た
る
輸
出
品
は
奴
隷
や
毛
皮
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
と
引
き
換
え
に
ル
ー
シ
ら
が
手
に
入
れ
た
の
は
、

絹
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
奢
侈
品
で
あ
っ
た
。
今
な
お
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
や
ル
ー
シ
の
墓
地
の
副
葬
品
か
ら
発
掘
さ
れ
る
し(V

edeler

2014 )

、
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ド
ラ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
シ
貴
人
の
火
葬
儀
礼
に
は
「
ル
ー
ム
製
の
絹
」
つ
ま
り
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
か
ら
の
絹

製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
平
原
に
定
着
し
た
ル
ー
シ
や
お
そ
ら
く
は
そ
の
ル
ー
シ
を
通
じ
て
産
品
を
入
手
し
て
い
た
北
欧
現
地

の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
は
、
ミ
ク
ラ
ガ
ル
ズ
と
呼
ば
れ
る
大
都
市
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
首
府
と
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
魅
力
を
認
識

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
に
仕
え
る
北
欧
人

　
ル
ー
シ
は
八
世
紀
以
降
、
バ
ル
ト
海
か
ら
黒
海
に
至
る
ロ
シ
ア
平
原
の
各
地
に
防
備
さ
れ
た
都
市
的
集
落
を
建
設
し
、
そ
れ
を
中
核
と

し
て
諸
集
団
に
貢
納
を
要
求
す
る
こ
と
を
通
じ
周
囲
の
空
間
を
支
配
す
る
支
配
体
制
を
築
い
た
。
バ
ル
ト
海
か
ら
河
川
網
を
た
ど
り
、
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
、
グ
ネ
ズ
ド
ヴ
ォ
、
キ
エ
フ
な
ど
に
防
備
施
設
を
構
え
た
ル
ー
シ
は
、
九
世
後
半
以
降
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
対
し
、

た
び
た
び
襲
撃
を
仕
掛
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
時
的
な
略
奪
よ
り
も
、
定
期
的
な
交
易
を
行
っ
た
方
が
安
定
的
に
収
入
を
得
ら
れ
る
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と
判
断
し
た
ル
ー
シ
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
の
間
に
九
〇
七
年
、
九
一
一
年
、
九
四
四
年
と
三
度
に
わ
た
る
交
易
協
定
を
取
り
結
び
、
ル

ー
シ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
で
定
期
的
に
取
引
を
行
う
こ
と
を
皇
帝
に
認
め
さ
せ
た(

小
澤
二
〇
一
五)

。

　
そ
の
一
方
で
、
商
人
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
訪
れ
て
い
た
ル
ー
シ
は
、
や
が
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
軍
の
一
部
を
担
う
よ
う

に
な
っ
た(
ラ
ー
シ
ョ
ン2008 )

。
そ
れ
ま
で
も
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
遠
征
や
防
衛
に
参
加
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
や
ル
ー
シ
は
存
在
し
た
が
、

一
一
世
紀
前
半
よ
り
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
「
臣
下
」
と
見
做
さ
れ
る
北
欧
人
も
増
加
し
た(Sverrir

Jakobsson
2017 )

。
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
と
し

て
最
も
著
名
な
事
例
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
ハ
ー
ラ
ル
苛
烈
王
で
あ
ろ
う
。
一
三
世
紀
の
歴
史
記
述
『
ヘ
イ
ム
ス
ク
リ
ン
グ
ラ
』
に
よ
れ
ば
、

一
〇
三
〇
年
の
ス
テ
ィ
ク
レ
ス
タ
の
戦
い
で
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
ヌ
ー
ト
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
支
配
し
た
時
、
ハ
ー
ラ
ル
は
姻
戚
関
係
の
あ
る

キ
エ
フ
公
の
宮
廷
に
亡
命
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ー
ラ
ル
は
従
士
と
と
も
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
渡
り
、
皇
帝
軍
の
一
部
と
し
て
、
帝
国
の
対

イ
ス
ラ
ム
戦
争
、
シ
チ
リ
ア
島
へ
の
遠
征
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
戦
役
な
ど
へ
参
加
し
た
。
彼
は
極
端
な
事
例
で
あ
る
と
し
て
も
、
ビ
ザ
ン
ツ
側

の
年
代
記
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ー
ン
石
碑
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
内
で
の
戦
闘
に
従
事
し
た
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
の
記
録
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
た
め
、
彼
ら
は
帝
国
に
お
い
て
一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
北
欧
で
出
土
す
る
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世

紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
貨
は
、
略
奪
や
交
易
と
い
う
入
手
経
路
に
加
え
て
、
帝
国
軍
に
従
事
し
た
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
に
対
す
る
俸
給
も
想
定
す
べ
き

で
あ
る(Androshchuk

2019 )

。

十
字
軍
へ
の
移
行

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
傭
兵
と
し
て
仕
え
る
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
は
、
一
二
〇
四
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
陥
落
を
境
に
ほ
ぼ
消
滅
し

た
。
他
方
で
、
そ
う
し
た
東
方
へ
の
北
欧
の
流
れ
が
緩
や
か
に
な
る
一
二
世
紀
以
降
、
北
欧
人
の
軍
事
技
能
は
、
東
方
世
界
に
お
け
る
傭

兵
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
。
北
欧
を
大
き
く
作
り
替
え
る
建
設
作
業
に
も
投
下
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
聖
地
十
字
軍
と
バ
ル
ト
海
十

字
軍
と
い
う
、
異
教
徒
の
改
宗
と
土
地
の
収
奪
を
目
的
と
し
た
遠
征
で
あ
る(C

hristiansen
1997 )

。
と
り
わ
け
一
一
四
七
年
以
降
十
字
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軍
の
動
き
は
激
化
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
バ
ル
ト
海
南
岸
部
と
エ
ス
ト
ニ
ア
を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
接
収
し
た
。
そ
の
後

バ
ル
ト
海
十
字
軍
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
も
参
加
し
、
一
三
八
六
年
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
を
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗

さ
せ
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
背
後
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
と
動
向
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
。
一
三
世
紀
に
成
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
一
部
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
を
支
配
下
に
置
き
、
東
欧
を
席
巻
し
た(Jackson

2018 )

。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
側
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
引
き
起
こ
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
二
世
紀
以
降
東
方
世
界
に
強
い
関
心
を
示
し
た
教
皇
庁
は
、
東
方
世
界
に
関

す
る
情
報
収
集
に
努
め
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
は
修
道
士
ら
を
使
節
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
宮
廷
へ
派
遣
し
た(R

ichard
2019 )

。
他
方
で
キ

リ
ス
ト
教
世
界
の
一
体
化
も
求
め
、
一
〇
五
四
年
以
来
分
裂
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
と
の
合
同
も
模
索
し
、
教
皇
が
主
宰
し
た
公
会

議
で
は
協
議
が
な
さ
れ
た(

橋
川
二
〇
〇
八)

。
教
皇
庁
は
、
こ
の
よ
う
な
全
キ
リ
ス
ト
教
的
活
動
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
書
簡
と

使
節
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た(Jensen

et
al.2011;Bystad

et
al.

2012 )

。
と
り
わ
け
異
教
徒
と
の
戦

い
の
橋
頭
堡
と
な
る
北
欧
や
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
君
主
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
コ
ン
タ
ク
ト
が
図
ら
れ
た
。
北
欧
の
バ
ル
ト
海
十
字
軍
に

よ
る
「
辺
境
の
軍
事
力
」
は
、
領
土
を
求
め
る
国
家
的
要
求
で
あ
る
と
と
も
に
、
教
皇
庁
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
拡
大
と
統
一
と
い

う
動
き
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
体
化
を
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
⒡
⒢
極
域
の
動
物
資
源

辺
境
の
辺
境

　
奴
隷
を
最
大
の
輸
出
品
と
す
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
経
済
構
造
は
、
一
一
世
紀
半
ば
に
「
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
秩
序
」
が
解
体
し
て
以

降
、
変
容
し
た
。
ド
イ
ツ
北
方
の
都
市
が
中
核
的
役
割
を
果
た
す
ハ
ン
ザ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
経
済
の
後
に
イ
ン
グ
ラ
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ン
ド
か
ら
ロ
シ
ア
ま
で
の
北
海
・
バ
ル
ト
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
配
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が(

ド
ラ
ン
ジ
ェ
二
〇
一
六)

、
北

欧
も
ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
一
方
で
、
独
自
の
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
〇
世
紀
に

始
ま
っ
た
北
欧
三
国
の
海
上
王
国
体
制
は
、
お
お
よ
そ
一
三
世
紀
半
ば
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
ル
ン
ド
大
司
教
座
＝

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
＝
ロ
ス
キ
レ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
ニ
ダ
ロ
ス
大
司
教
座
＝
ベ
ル
ゲ
ン
＝
オ
ス
ロ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ウ
ッ
プ
サ
ラ
大
司
教

座
＝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
＝
ヴ
ィ
ス
ビ
ー
と
い
う
政
治
・
経
済
・
信
仰
の
中
心
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
ン
が
確
定
し
た
。
他
方
で
北
欧
は
、
こ
の
よ

う
な
政
治
的
活
動
領
域
の
外
部
に
広
大
な
世
界
を
擁
し
て
い
た
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
以
西
の
世
界
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
部
の
北
極
圏
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
北
部
の
山
地
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
北
欧
の
辺
境
は
、
北
欧
に
と
っ
て
無
意
味
な
空
間
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
北
欧
に
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
も
た
ら
す
経

済
空
間
の
一
部
で
あ
り
、
そ
こ
に
居
住
す
る
サ
ー
ミ
ら
先
住
民
と
の
交
渉
を
通
じ
て
、
中
世
に
お
け
る
北
欧
に
独
自
の
意
義
を
与
え
て
い

た
。
北
欧
人
は
、
辺
境
に
前
線
基
地
を
作
る
こ
と
で
、
現
地
の
自
然
リ
ソ
ー
ス
の
生
態
や
地
形
や
気
候
を
知
悉
す
る
先
住
民
か
ら
リ
ソ
ー

ス
を
入
手
し
、
そ
れ
を
北
欧
に
、
そ
し
て
交
易
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し
た
。
と
り
わ
け
、
巨
大
な
産
業
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

九
世
紀
の
古
英
語
版
オ
ロ
シ
ウ
ス
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
の
北
極
圏
で
獲
得
で
き
る
毛
皮
で
あ
る(K

eller

2010 )

。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
は
、
奴
隷
と
並
ぶ
収
入
獲
得
手
段
で
あ
っ
た
毛
皮
は
、
そ
の
後
中
世
を
通
じ
て
も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
収
入

源
と
な
っ
た
。
毛
皮
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
を
事
例
と
し
て
、「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
を
考
え
て
み
た
い
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
動
物
資
源

　
九
世
紀
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
北
部
の
沿
岸
部
と
北
大
西
洋
諸
島
は
北
欧
人
が
定
住

す
る
世
界
と
な
っ
た

(

1)

。
九
八
五
年
に
植
民
さ
れ
た
と
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
厳
し
い
自
然
条
件
の
な
か
、
一
五
世
紀
に
放
棄
さ
れ
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る
ま
で
は
西
居
住
地
と
東
居
住
地
の
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
し
て
い
た(

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
二
〇
一
三;N

edkvitne
2019 )

。
こ
の
よ

う
な
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
、
特
殊
な
自
然
条
件
ゆ
え
に
、
他
の
北
欧
地
域
と
は
異
な
っ
た
経
済
リ
ソ
ー
ス
の
提
供
が
可
能
で
あ
っ
た(

成

川
訳
二
〇
一
〇)

。

　
第
一
に
猛
禽
で
あ
る(N

arikaw
a

2007 )

。
鷹
狩
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
い
て
、
王
侯
貴
族
の
嗜
み
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
た
行
為
で
あ
り
、
北
欧
の
辺
境
は
そ
の
タ
カ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
『
タ
カ

の
書
』
や
一
三
世
紀
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
ホ
ー
コ
ン
四
世
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
三
世
に
送
っ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
産
の
タ
カ
が
著
名
で
あ
っ
た
が
。
一
三
世
紀
半
ば
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
の
子
弟
に
向
け
て
執
筆
さ
れ
た
『
王
の
鏡
』
に
見
え
る
よ
う

に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
産
の
タ
カ
も
知
ら
れ
て
い
た
。

　
第
二
に
シ
ロ
ク
マ
で
あ
る
。
先
述
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
ホ
ー
コ
ン
四
世
は
タ
カ
と
と
も
に
シ
ロ
ク
マ
も
贈
っ
て
い
る(Paravicini

2003 )

。
一
三
世
紀
に
執
筆
さ
れ
た
短
話
『
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
ア
ウ
ズ
ン
の
話
』
は
、
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ロ
ク
マ
の
位
置

を
知
る
た
め
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る(M

iller
2008 )

。
そ
こ
に
は
貧
し
い
ア
ウ
ズ
ン
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
シ
ロ
ク
マ
を
入
手
し
、
そ

れ
を
一
一
世
紀
の
デ
ン
マ
ー
ク
王
ス
ヴ
ェ
ン
・
エ
ス
ト
リ
ズ
セ
ン
に
与
え
る
こ
と
で
、
ロ
ー
マ
巡
礼
の
た
め
の
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
年
後
の
記
述
で
あ
る
た
め
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
留
保
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
一
三
世
紀
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

の
価
値
観
で
も
、
シ
ロ
ク
マ
は
王
に
献
上
し
な
ん
ら
か
の
見
返
り
を
得
ら
れ
る
ほ
ど
の
奢
侈
品
で
あ
る
こ
と
は
読
み
取
っ
て
よ
い
。

　
第
三
に
セ
イ
ウ
チ
で
あ
る(

小
澤
二
〇
二
〇
a)

。
セ
イ
ウ
チ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
部
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
か
け
て
の
北
極
圏
に
広
く
生

息
す
る
海
獣
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
牙
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
入
手
困
難
な
象
牙
の
代
用
と
し
て
取
引
さ
れ
た(Seaver

2009 )

。
近
年
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
九
〇
〇
年
か
ら
一
四
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
セ
イ
ウ
チ
の
牙
製
の
彫
刻
作
品
の
遺
伝
子
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

ほ
ぼ
全
て
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
産
の
象
牙
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た(Barret

et
al.

2018 )

。
最
も
著
名
な
も
の
は
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
沿
岸
部
の
ル
イ
ス
島
で
出
土
し
た
チ
ェ
ス
駒
で
あ
る(C

aldw
ellet

al.
2014 )

。
ベ
ル
ゲ
ン
で
加
工
さ
れ
た
可
能
性
の
指
摘
さ
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れ
る
こ
の
産
品
は
、
セ
イ
ウ
チ
の
牙
と
い
う
原
料
の
希
少
性
に
加
え
て
、
一
二
世
紀
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
持
っ
て
い
た
高
度
な
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
ス
と
彫
刻
技
術
が
反
映
さ
れ
た
芸
術
作
品
と
い
っ
て
も
良
い
。

　
以
上
確
認
し
て
き
た
、
辺
境
に
生
息
す
る
動
物
を
リ
ソ
ー
ス
と
す
る
北
欧
の
特
産
物
は
、
そ
れ
ら
が
北
欧
の
外
部
に
輸
出
さ
れ
北
欧
産

と
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
欧
と
い
う
存
在
が
「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
を
供
給
す
る
一
種
特
別
な
空
間
と
い
う
認
識
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
与
え
た
。
商
人
の
み
な
ら
ず
国
王
も
そ
の
よ
う
な
「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
を
宮
廷
間
の
取
引
材
料
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
北

欧
諸
国
が
こ
れ
ら
「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
を
独
占
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
短
期
的
に
見
れ
ば
放
置
し
て
然
る
べ
き
極
域
や
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
以
西
の
辺
境
の
維
持
を
王
権
が
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

四
、
辺
境
の
記
憶
⒡
⒢
ノ
ル
ウ
ェ
ー
併
合
後
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
と
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」

　
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
が
サ
ガ
と
総
称
さ
れ
る
、
中
世
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
で
書
か
れ
た
特
異
な
文
献
を
大
量
に
生
産
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
一
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
二
〇
〇
程
度
の
様
々
な
類
型
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
数
千
の
写
本
の
中
に

書
き
留
め
ら
れ
て
伝
存
し
て
い
る(Schier

1970 )

。
こ
こ
で
は
、『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
と
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
と
呼
ば

れ
る
二
つ
の
サ
ガ
に
注
目
し
た
い
。

　
ⅳイ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
は
、
一
二
世
紀
後
半
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
学
僧
オ
ッ
ド
・
ス
ノ
ー
ラ
ソ
ン
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た

ラ
テ
ン
語
テ
キ
ス
ト
が
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

菅
原
訳
一
九
八
八)

。
現
存
す
る
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
一
五
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
元
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
成
立
は
早
く
見
積
も
っ
て
も
一
三
世
紀
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
四
世
紀
と
考
え
る
学
者
も
い
る
。
そ
こ
で

は
、
一
一
世
紀
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
エ
ー
ム
ン
ド
、
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
、
ス
ヴ
ェ
ン
の
三
代
記
で
あ
り
、
ロ

010

世界歴史　9　ヨーロッパと西アジアの変容
aa01534_h_05.ps : 0011 : 2022/5/23(16:49:26)

シ
ア
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト
や
シ
ル
キ
シ
ヴ
と
い
う
東
方
国
で
の
彼
ら
と
そ
の
従
士
ら
の
活
躍
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
は
、『
赤
毛
の
エ
イ
リ
ー
ク
の
サ
ガ
』
と
『
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
人
の
サ
ガ
』
の
二
つ
を
合
わ
せ
た
総

称
で
あ
る(

清
水
訳
二
〇
〇
一
、
谷
口
訳
一
九
九
一)

。
前
者
は
一
四
世
紀
初
頭
に
執
筆
さ
れ
た
『
ハ
ウ
ク
本
』
や
『
ス
カ
ー
ル
ホ
ル
ト
本
』

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
一
三
七
五
年
の
『
フ
ラ
ー
ト
島
本
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
出
発
し
て
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
発
見
し
植
民
し
た
赤
毛
の
エ
イ
リ
ー
ク
率
い
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
活
動
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
さ
ら
に
そ
の
西
方
の

世
界
の
発
見
、
つ
ま
り
現
在
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
に
相
当
す
る
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
発
見
し
た
レ
イ
フ
・
エ
ー
リ
ク
ソ
ン
と
ト
ル

フ
ィ
ン
・
カ
ル
ル
セ
ヴ
ニ
の
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
サ
ガ
も
空
想
的
内
容
を
多
分
に
含
ん
だ
冒
険
譚
だ
が
、
一
定
程
度
以
上
の
事
実
が
そ
の
物
語
の
元
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
グ

ヴ
ァ
ー
ル
は
一
一
世
紀
に
実
在
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
一
人
で
あ
る(

ラ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
〇
四)

。
彼
と
と
も
に
東
方
で

活
動
し
た
内
容
を
伝
え
る
死
者
記
念
碑
で
あ
る
ル
ー
ン
石
碑
は
、
現
在
二
〇
半
ば
程
度
確
認
さ
れ
る(G

ritton
2020 )

。
石
碑
に
よ
れ
ば
、

彼
と
と
も
に
あ
っ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
あ
る
も
の
は
富
と
と
も
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
帰
還
し
、
あ
る
も
の
は
旅
先
で
死
に
、
あ
る
も
の
は
現

地
に
と
ど
ま
っ
た
。
北
欧
社
会
に
お
け
る
移
動
性
の
高
さ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
に
関
す
る
集
合
記
憶
が
、
早
い
段
階
で

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い(W

aßenhoven
2006;Scheel

2015 )

。
他
方
で
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
が

伝
え
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
渡
航
は
長
年
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
考
古
学
な
ら
び
に
自
然
科
学
の
進
展
に
よ
り
、
カ

ナ
ダ
の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
の
ラ
ン
ス
・
オ
・
メ
ド
ウ
ズ
で
発
見
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
入
植
遺
跡
が
、
一
〇
二
一
年
に
遡
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る(Lew

is -Sim
pson

2003;K
uitem

s
2022 )

。

　
以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
も
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
も
、
そ
の
物
語
の
核
に
は
事
実
が
存
在
し
た
。

し
か
し
、
ル
ー
ン
石
碑
や
考
古
遺
物
が
伝
え
る
事
実
と
、
サ
ガ
と
の
間
に
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
媒
介
と
な
る
の
が
、

北
欧
人
の
活
動
圏
外
に
存
在
す
る
異
集
団
で
あ
る
。『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
よ
り
さ
ら
に
先
の
中
東
と
想
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定
さ
れ
る
世
界
も
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
シ
ル
キ
シ
ヴ
と
い
う
女
王
の
国
も
登
場
す
る

(

2)

。
彼
女
は
最
初
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
と
出
会
い
、

の
ち
に
そ
の
息
子
ス
ヴ
ェ
ン
と
結
婚
す
る
。
ス
ヴ
ェ
ン
は
司
祭
を
連
れ
て
ゆ
き
、
通
訳
を
通
じ
て
交
渉
を
行
い
、
女
王
を
キ
リ
ス
ト
教
に

改
宗
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
異
教
の
女
王
は
『
旧
約
聖
書
』
に
見
え
る
シ
ェ
ヴ
ァ
の
女
王
の
伝
承
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

他
方
で
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
に
は
、
北
欧
人
集
団
が
上
陸
し
た
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
「
ス
ク
レ
リ
ン
グ
ⅶ(

皮
を
着
た
人
の
意)

と
い
う

先
住
民
と
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
先
住
民
集
団
は
、
当
初
北
欧
人
に
敵
対
的
で
あ
っ
た
が
、『
赤
毛
の
エ
イ
リ
ー
ク
の
サ
ガ
』
に

よ
れ
ば
、
両
者
の
間
で
取
引
が
成
立
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
先
住
民
研
究
に
よ
れ
ば
、
紀
元
千
年
以
降
数
百
年
と
い
う
時
期
は
、

西
方
か
ら
移
動
し
て
き
た
ト
ゥ
ー
レ
人
が
パ
レ
オ
エ
ス
キ
モ
ー
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
ド
ー
セ
ッ
ト
人
に
置
き
換
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
民
族

移
動
期
で
あ
る(M

anchester
et

al.
2009 )

。
ま
さ
に
数
百
年
に
わ
た
る
民
族
集
団
同
士
の
邂
逅
の
記
憶
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

異
境
の
発
見

　
東
西
二
つ
の
方
向
に
拡
大
し
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
を
扱
っ
た
こ
れ
ら
の
サ
ガ
を
、
冒
険
譚
も
し
く
は
異
文
化
接
触
の
記
録
と
看
做
し
た
場

合
、
い
ず
れ
も
事
実
を
核
と
す
る
一
方
で
、
異
教
の
女
王
や
ス
ク
レ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
異
集
団
と
の
接
触
と
交
渉
が
描
か
れ
て
い
る
。
サ

ガ
の
聞
き
手
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
一
連
の
冒
険
譚
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
圏
外
に
異
境
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
人
は
、
こ
う
し
た
異
境
記
述
を
歴
史
で
も
あ
り
物
語
で
も
あ
る
「
語
ら
れ
た
も
の
＝
サ
ガ
」

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
異
境
記
述
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
。
一
二
六
二
年
以
降
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
含
む
北
大
西
洋
島

嶼
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
権
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
こ
の
政
治
環
境
の
変
化
は
、
サ
ガ
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
一
三
世
紀
半
ば
ご

ろ
ま
で
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
主
と
し
て
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
を
扱
う
「
家
族
の
サ
ガ
」
や
君
主
の
事
績
を
記
録
す
る
「
王
の
サ
ガ
」
が
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生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
土
と
の
繫
が
り
が
強
く
な
る
と
と
も
に
、
本
土
宮
廷
で
の
流
行
に
合
わ
せ

た
サ
ガ
が
執
筆
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

лArm
ann

Jakobsson
2017 )

。
古
代
の
伝
説
を
描
い
た
「
古
代
の
サ
ガ
」、
騎
士
道
物
語
の
翻
訳

や
そ
れ
に
着
想
を
得
た
「
騎
士
の
サ
ガ
」、
宮
廷
で
人
気
あ
る
物
語
を
翻
案
し
た
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
の
サ
ガ
」
な
ど
は
、
中
世
後
期
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
宮
廷
で
の
流
行
を
共
有
す
る
物
語
で
も
あ
っ
た(G

lauser
1983 )

。
つ
ま
り
ノ
ル
ウ
ェ
ー
支
配
以
降
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
記
憶

や
娯
楽
と
い
う
点
で
も
一
層
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
が
進
展
し
て
い
た
。『
イ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
や
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
も
こ

の
時
代
の
産
物
で
あ
る
。

　
ⅳイ
ン
グ
ヴ
ァ
ー
ル
の
サ
ガ
』
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
、
東
方
世
界
に
赴
き
そ
こ
で
未
知
な
る
存
在
に
出
会
う
と
い
う
物
語
は
、
中

世
後
期
に
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
っ
た
物
語
形
式
で
あ
る
。「
ス
ク
レ
リ
ン
グ
」
と
邂
逅
す
る
「
ヴ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
サ
ガ
」
も
ま
た
、
同

様
の
物
語
構
造
を
持
つ
物
語
形
式
で
あ
る
と
す
る
研
究
も
あ
る(G

rove
2009 )

。
驚
異
譚
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
マ
ル
コ
・
ポ

ー
ロ
『
世
界
の
驚
異(

東
方
見
聞
録)

』
や
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ル
『
東
方
の
驚
異
』
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
外
部
に
存
在

す
る
驚
く
べ
き
世
界
を
読
者
に
伝
え
る
語
り
の
構
造
と
機
能
を
持
っ
て
い
た(

山
中
二
〇
一
五)

。
そ
れ
は
、
外
の
世
界
に
対
す
る
畏
怖
を

引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、
好
奇
心
と
富
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
。
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
「
発
見
」
を
支
え
る
要
素
と
し
て
、
異
境
を

発
見
し
そ
こ
へ
拡
大
し
よ
う
と
す
る
中
世
後
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
世
界
観
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
、
そ
し
て
好
奇
心
が
あ
る
こ
と
は
つ
と
に

指
摘
さ
れ
る(

樺
山
一
九
九
五)

。
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
中
東
や
ア
メ
リ
カ
と
い
う
僻
遠
の
地
で
起
こ
っ
た
事
実
を
め
ぐ
る

「
辺
境
の
記
憶
」
が
、
中
世
後
期
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
異
境
発
見
の
物
語
に
結
晶
化
さ
れ
た
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
い
う
辺
境
で
生
産
さ
れ

る
中
世
後
期
の
サ
ガ
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
北
欧
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
中
東
や
新
大
陸
と
の
接
触
を
証
言
し
、
同
時
代
と
後
世
に
伝

達
す
る
媒
体
で
も
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に
⒡
⒢
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
北
欧

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
の
政
治
経
済
構
造
に
大
き
な
変
革
を
迫
っ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
が
一
一
世
紀
半
ば
で
終
焉
し
た
の
ち
、
北
欧
三
国

は
、
ラ
テ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
、
辺
境
の
中
世
キ
リ
ス
ト
教
国
家
と
し
て
、
他
の
西
洋
諸
国
と
類
似
し
た
動
き
を

示
し
た
と
い
う
の
が
一
般
的
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、「
辺
境
の
軍
事
力
」「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」「
辺
境
の
記
憶
」
と
い
う
三
つ
の
視
点

を
通
じ
て
見
た
中
世
北
欧
は
、
た
だ
中
央
に
対
す
る
辺
境
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
辺
境
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
生
か
し
た
独
自
の
地
位

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島
に
築
い
て
い
た
。

　
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ブ
ー
㉗
ル
ゴ
ド
は
、
中
世
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
シ
ス
テ
ム
化
を
論
じ
た
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
以
前
』
に
お
い
て
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
一
体
化
を
論
じ
た(

ア
ブ
ー
㉗
ル
ゴ
ド
二
〇
〇
一)

。
彼
女
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
台
頭
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
で
別
個
に
機
能
し
て
い
た
八
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
一
体
化
を
し
た
と
言
う
図
式
を
提
示
し
た
。
そ
れ
自
体
は
、

一
五
世
紀
以
前
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
見
方
で
あ
る
が
、
彼
女
の
視
野
か
ら
北
欧
は
抜
け
落
ち
て
い
た
。
し

か
し
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
筆
者
も
含
む
近
年
の
研
究
は
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
拡
大
に
始
ま
る
北
欧
人
の
活
動
は
、
北
欧
も
ま
た
中

世
の
変
容
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
し
、
ま
た
諸
民
族
の
移
動
、
諸
宗
教
の
生
成
、
諸
文
化
の
交
換
を
通
じ
た
中
世
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
北
欧
世
界
そ
れ
自
体
の
変
容
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
跡
付
け
つ
つ
あ
る(Ashley

2016;Sym
es

2021 )

。

　
こ
の
理
解
を
受
け
入
れ
る
と
す
れ
ば
中
世
北
欧
は
、
一
方
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
核
部
の
リ
ソ
ー
ス
を
受
容
す
る
だ
け
の
辺
境
で
も
な
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
地
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
辺
境
で
も
な
い
。
む
し
ろ
新
大
陸
に
至
る
北
大
西
洋
世
界
、
西
欧
、
中
欧
、
ビ
ザ
ン
ツ
、
中

東
、
そ
し
て
遊
牧
世
界
の
広
が
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
と
向
き
合
う
北
欧
の
政
治
地
理
学
上
の
位
置
に
よ
り
、
北
欧
は
、
政
治
・
経
済
・
文

化
の
結
節
点
に
し
て
濾
過
装
置
と
し
て
中
世
世
界
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
認
識
す
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る
こ
と
で
、
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
時
間
的
空
間
的
枠
組
み
に
変
更
を
迫
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
だ
ろ
う(H

olm
es

and

Standen
2018;

小
澤
二
〇
二
〇
c;H

eng
2021;Borgolte

2022 )

。

注

(

1)

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
一
二
六
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
取
り
交
わ
し
た
パ
ー
ス
条
約
と
ほ
ぼ
同
年
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
の
間
で
結
ん
だ
取
り
決
め

に
よ
っ
て
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
北
部
沿
岸
部
へ
の
権
益
を
手
放
す
と
と
も
に
、
北
大
西
洋
諸
島
を
支
配
下
に
お
さ
め
た(G

rohse
2017)

。
北
大
西
洋
諸
島

の
併
合
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
入
手
で
き
な
い
「
辺
境
の
リ
ソ
ー
ス
」
の
入
手
が
容
易
と
な
っ

た
。

(

2)

東
方
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
・
ル
ー
シ
・
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
ギ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
や
ジ
ョ
ー
ジ
ア
語
史
料
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
北
欧
や
ヴ
ァ

イ
キ
ン
グ
の
交
易
地
で
も
デ
ィ
ル
ハ
ム
は
も
と
よ
り
中
東
産
の
ビ
ー
ズ
な
ど
も
出
土
し
て
い
る(Brink

and
Price

2008)

。
加
え
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ビ

ル
カ
で
発
見
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
製
の
仏
像
を
は
じ
め
、
中
央
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
先
の
ア
ジ
ア
と
の
交
易
と
人
的
交
流
を
想
定
す
る
研
究
も
進
ん

で
い
る(M

yrdal
2020;Jarm

an
2021)

。
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